
平成19年4月29日「第30回鳥取市花の

まつり」において「ひろえば街が好き

になる運動」（主催：JT、共催：本学学

生ISO委員会）を実施しました。この

運動は「拾うという体験を通して、捨

てない気持ちを育てたい」という願い

を込めて行う市民参加型の清掃活動

です。学生ISO委員会は運営スタッフと

して参加しました。当日は約450名の市

民にご協力いただき、約20袋分のゴミ

が集まりました。また、本学学生サー

クル環境部も子ども向けイベントとし

て、「環境スゴロク」を行いました。

一般のスゴロクの要領で、出た賽の目

分進み、その場所にあるカードの環境

に関する問題を学生スタッフと一緒に

考えるというもので、小学生を中心に

大盛況でした。　 
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平成19年4月2日～9月30日人事報告

平成19年 6月　1日付

異　　　 動

平成19年 9月30日付

退　　 　職

鳥取県認定グリーン商品リレー展示会を開催しました
5月24日～5月30日、「鳥取県認定グリーン商品」を紹介する展示会を開催
しました。鳥取県認定グリーン商品は、鳥取県内で発生した循環資源を
利用して製造された商品です。期間中は多くの学生が来館し、鳥取県や
県内企業の環境活動やリサイクルに対する理解を深めました。

〈図書情報課〉 TEL：0857-38-6730

【開館延長】情報メディアセンターでは、試験期間中の平日の開館時間を午後8時まで延長し、学生に快適な学習環境を提供しています。

【紀　　要】平成19年3月に刊行した「鳥取環境大学紀要第5号」には、本学の教員らが執筆した5編の論文を収録しています。本学の紀要は
　　　　　　当センターで閲覧できます。また、全国の大学や図書館等にも寄贈しています。

 ■月～金曜日/ 午前 9 時から午後 7 時まで
 ■土 曜 日/ 午前 9 時から午後 3 時まで

開館時間

当センターは学外の方にも開放しています。また、所蔵情報はインターネットで公開しています  http://www.kankyo-u.ac.jp/media/library/

LIBRARY AND
INFORMATION CENTER
LIBRARY AND
INFORMATION CENTER

情報メディアセンター

春夏冬の各期休業中は開館時間が変わりますのでご注意ください。臨時に休館や開館時間
の変更をする場合があります。来館前にお問い合わせいただくか、ホームページに掲載の
開館カレンダーでご確認のうえ、お越しください。

「鳥取市花のまつり」で
 清掃活動や子ども向けイベント 

チャリティー・フェアトレードカフェ
とフリーマーケット 
平成19年4月30日　本学同好会グリーン

購入研究会が、コズミックライフ（鳥取

市的場）のフリーマーケットで、１日限

定のチャリティー・フェアトレードカフェ

を行いました。コーヒーや紅茶を来場者

に提供し、フェアトレードをPRしまし

た。「フェアトレード」とは世界経済流

通システムの歪みによって、貧困に追い

やられている途上国の人々を支えるため

に始められました。寄付や援助とは異

なり、立場の弱い人々が正当な報いを受

け自立する事を目指す対等なパートナー

シップによる貿易です。
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 学生産直市
「野菜のことならMAB」 

今回の学生産直市は「中山間地域で有機

農法に取り組んでいる農家の皆さんを応

援したい」という思いから企画しました。

販売する商品や価格について農家の方と

打合せをした際、農家の方々は有機農

法や減農薬、無添加など手間暇をかけ

て消費者の健康を考えた野菜、加工品を

作っていることを熱く語られ、ただ利益

を上げるだけでなく作り手の気持ちを消

費者に伝えることが大切だと実感しまし

た。産直市当日は朝から雨が降っていた

にもかかわらず沢山のお客さんが来てく

ださり、バタバタしながらもお客さんと

の会話が弾み、楽しく笑いの耐えない一

日でした。今後も農家と消費者とを繋ぐ

パイプ役となり、自分たちも含めたみん

ながワイワイ楽しめるような温かい街に

していきたいと思います。

保護者進路相談会

平成19年5月12日  本学在学生の保護者の

方を対象に保護者進路相談会が開催され

ました。「景気の回復や2007年問題によ

る大量退職を背景として、各企業とも人

材確保に積極的であるが、地方では、まだ

そこまで積極的になっていない」などの

就職全般に関することや、3期生の就職状

況などが説明されました。その後、個人

懇談等が行われ、熱心に質問する保護者

の方が、多数見受けられました。

鳥取市奨学金交付式と
鳥取市長との懇談会開催 

金融機関就職コース 
平成19年7月19日　本学では公務員に続

いて人気のある金融機関（銀行、生保、

損保、証券等）への就職コースを開設し

ています。金融機関の人事担当者をお招

平成19年7月6日「鳥取市鳥取環境大学奨

学金」交付式が、学生58名に対して行わ

れました。（年間50～60万円が鳥取市か

ら給付される制度です。）併せて、若者

の意見を市政に反映させるために竹内鳥

取市長と学生との間で懇談会が開かれ、

学生らは鳥取市活性化のためにさまざま

な意見を市長に伝えました。市長は｢若

者が集まるための様々な対策を行いた

い｣と語られました。 

日本列島を軽くしよう！！ 
平成19年7月7日　6月24日に予定して

いた「市街地一斉清掃」は、残念ながら

強雨のため中止となりましたが、そこ

で、鳥取環境大学・学生ISO委員会で

は、同日開催予定としていた「日本列島

を軽くしよう！～JUMP～」を“リベン

ジ”開催しました。 本学を中心として

清掃を行い、12時ちょうどにJUMP！遅

くなりましたが、本学だけでも日本列

島を軽くしよう！というイベントを行

いました。  

鳥取砂丘除草ボランティアに
本学学生と教職員が参加!!

鳥取砂丘では、1970年頃から外来植物

が繁茂して砂の移動が減少し、美しい

風紋や砂簾（されん）が余り見られなく

なったり、砂丘本来の美しい景観が損な

われたりするなど、砂丘の草原化が深刻

な問題となっています。 平成19年8月

17日鳥取砂丘景観保全協議会主催の鳥

取砂丘除草ボランティアに本学学生12

名と神近副学長、職員3名の計16名が参

加し、朝6時から2時間、昨年に引き続

き地域の方々と共に除草作業に汗を流

しました。始めに協議会の方から、取

り除く草と取り除いてはいけない草と

の区別について説明を受けた後、銘々

が、手にしたゴミ袋が一杯になるまで

雑草を引き抜きました。

鳥取県庁のＩＳＯ14001の内部環
境監査に係る県民オブザーバー
へ3名の学生が参加

鳥取県は、初めての試みとして、鳥取

県庁ISO14001の内部環境監査に係る県

民オブザーバーを募集しました。本学

より3名の学生（環境政策学科4年矢部

ゆりかさん、同学科3年加藤雄介さんと

土井菜津子さん）が応募し、面接審査

を経て、3名とも選出されました。7月

下旬には、事前研修として県庁職員へ

の内部環境監査員説明会を受講し、8月

下旬～9月上旬に実施された県庁の内

部環境監査に参加しました。オブザー

バーを務めた矢部さんは、「県庁の内

部環境監査がどのように行なわれてい

るかに関心がありました。県のISO140

01の活動や環境大学の内部監査との違

いも知ることが出来、参考になりまし

た。」との感想を話しました。

きし、学生は2年生、3年生前期といった

早い段階から交流を図り、金融機関の

考え方、必要とする人材、事業内容、

職務への取り組み方を学び、よりよく金

融機関を知る機会を持ちます。後期には、

少人数での意見交換の場を持ち、学生に

金融機関への就職の心構えとテクニック

を身に付けてもらう予定です。 

（1、2、3年生用の相談会のご案内は次ページへ） 

（環境政策学科3年：阿部千春）


